
下関市コミュニティサイクル

１．社会実験の目的

中心市街地における歩行者の

創出等を図るため、コミュニティサイクルを活用した社会実験を実施し、

ルの有効性及びその在り方について検証を行うもの。

２．社会実験の概要

実験期間 平成２３年７月１１日（月）～８月１０日（水）

運営時間
７：００～１９：００（貸出最終受付は１８：３０）

（平日は３時間の利用制限、休日は運営時間内であれば利用制限なし）

対象者 １３歳以上（居住地問わず）

実施場所 中心市街地（下関駅～唐戸地区）

サイクル

ポート

Ａ：貸出・返却可能ポート３箇所

Ｂ：返却専用ポート２箇所

自転車台数 ５０台（普通自転車、カゴ付、変速機無し）

料金体系 登録料・利用料ともに無料

登録方法
Ａポートにおいて身分証明書を提示し、登録申請書を記入、登録証（紙媒

体）の発行

管理方法 有人管理（返却専用ポートは無人対応）

貸出・返却の

管理
登録証及び管理台帳への記入

自転車台数の

調整

各ポート係員が運営責任者に在庫台数を毎時報告し、トラック運搬により

自転車の過不足を調整

３．社会実験の結果

（１）利用状況

実験日数

登録者数

延べ自転車利用台数

１人当たりの平均利用台数

１日当たりの平均利用台数

最大利用台数

自転車回転率

未返却台数

コミュニティサイクル社会実験「ちょいのり・サイクル」実験結果

中心市街地における歩行者の円滑で効率的な移動性の確保・回遊性の向上、

を図るため、コミュニティサイクルを活用した社会実験を実施し、

有効性及びその在り方について検証を行うもの。

平成２３年７月１１日（月）～８月１０日（水）

７：００～１９：００（貸出最終受付は１８：３０）

（平日は３時間の利用制限、休日は運営時間内であれば利用制限なし）

１３歳以上（居住地問わず）

中心市街地（下関駅～唐戸地区）

貸出・返却可能ポート３箇所（ｼｰﾓｰﾙ下関前、下関市生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ、下関ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ横

返却専用ポート２箇所（下関市役所前、竹崎公園）

５０台（普通自転車、カゴ付、変速機無し）

登録料・利用料ともに無料

において身分証明書を提示し、登録申請書を記入、登録証（紙媒

有人管理（返却専用ポートは無人対応）

登録証及び管理台帳への記入

各ポート係員が運営責任者に在庫台数を毎時報告し、トラック運搬により

自転車の過不足を調整

２９日間（7/19・20は台風接近により中止）

７５２人

１，８３５台

１人当たりの平均利用台数 ２．４台

１日当たりの平均利用台数
(全体)６３．３台

(平日)６６．０台 (休日)５７．３台

(平日)９２台(7/29) (休日)９３台(7/31)

１．２７回 ※1日あたりの平均利用台数÷自転車台数

０台

※運営時間終了後(当日中)に返却：３台

実験結果【概要版】

平 成 ２ ４ 年 ３ 月

下関市 都市計画課

・回遊性の向上、賑わい・交流の

を図るため、コミュニティサイクルを活用した社会実験を実施し、コミュニティサイク

（平日は３時間の利用制限、休日は運営時間内であれば利用制限なし）

（ｼｰﾓｰﾙ下関前、下関市生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ、下関ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ横）

において身分証明書を提示し、登録申請書を記入、登録証（紙媒

各ポート係員が運営責任者に在庫台数を毎時報告し、トラック運搬により

は台風接近により中止）

５７．３台

(7/31)

日あたりの平均利用台数÷自転車台数

事故件数 ０件



（２）アンケート調査（アンケート回答数：５９５サンプル）

※その他の項目は「下関市コミュニティサイクル社会実験「ちょいのり・サイクル」実験結果」に掲載。

４．今後の方針

（１）実験結果の総括

▼実験期間中の利用者：実験期間後半の 2 週間は利用者平均が 77 人であり、更に天候が悪

い日を除けば利用者は安定傾向にあったため、概ね90人/日と推定

▼利用時間の特徴：概ね1.5時間であり、利用者の9割は4時間以内の利用

▼自転車の必要台数：最大需要（32人）＋時間利用ピークの割増＝50台程度

▼コミュニティサイクルによる波及効果：

①商店街や観光施設での行動や交流機会の増加 → 商業活動へ波及し中心市街地が活性化

②「自家用車の移動の減少」、「公共交通機関との併用」 → 移動の円滑化に対する効果

▼料金の設定：

アンケート結果や利用状況から、料金の課金体系は以下のようなケースが想定される。

▼年間利用者数及び収入の予測：

年間利用者は30,827人／年、年間収入は320万円～550万円／年と推定

0

100

200

300

400

500

600

700

0
～

1

1
～

2

2
～

3

3
～

4

4
～

5

5
～

6

6
～

7

7
～

8

8
～

9

9
～

1
0

1
0
～

1
1

1
1
～

1
2

料金体系≪Case②≫

時間(h)

0

100

200

300

400

500

600

700

0
～

1

1
～

2

2
～

3

3
～

4

4
～

5

5
～

6

6
～

7

7
～

8

8
～

9

9
～

1
0

1
0
～

1
1

1
1
～

1
2

料金体系≪Case③≫
料金(円)

時間(h)

0

100

200

300

400

500

600

700

0
～

0
.5

0
.5
～

1

1
～

2

2
～

3

3
～

4

4
～

5

5
～

6

6
～

7

7
～

8

8
～

9

9
～

1
0

1
0
～

1
1

1
1
～

1
2

料金体系≪Case①≫

時間(h)

料金(円) 料金(円)

131

22.0%

235

39.5%

16

2.7%

201

33.8%

12

2.0%

居 住 地

①下関駅～

唐戸近辺

②下関市内

（①以外）

③山口県内

④山口県外

無回答

N=595 269

45.2%

108

18.2%

193

32.4%

25

4.2%

貸し出しポート
①ｼｰﾓｰﾙ下関前 ②下関市生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ

③下関ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ横） 無回答

N=595

69

10.7%

4

0.6%

138

21.5%

214

33.3%

57

8.9%

90

14.0%

64

10.0%

6

0.9%

利用目的

①通勤

②通学

③買い物・飲食

④観光・レジャー

⑤業務

⑥サイクリング

⑦その他

無回答

N=595

A=642

271

28.9%

138

14.7%
333

35.5%

161

17.2%

8

0.9%

20

2.1%
6

0.6%

予定していた行動の変化
①行動範囲が広がった

②交通手段の選択肢が

増えた

③目的地までの所要時間

が短縮した

④他の交通手段には無い

楽しみや発見があった

⑤あまり変わらなかった

⑥その他

無回答

N=595

A=937

420

70.6%

126

21.2%

25

4.2%

7

1.2%

3

0.5% 14

2.4%

全体の評価

①満足

②やや満足

③ふつう

④やや不満

⑤不満

無回答

N=595

234

39.3%

327

55.0%

34

5.7%

本格導入時の利用意向

①利用したい

②条件によって

は利用したい

③利用したくない

N=595



（２）本格導入に向けた課題

▼回遊性の支援：

「コミュニティサイクル」と「自転車の利用環境」の整備により、自転車を利用して中心

市街地内を回遊することで、歩行者通行量の増大に寄与することが考えられる。

▼移動性の支援：

アンケート結果から「行動範囲の拡大」「滞在時間の延長」等について肯定的な意見が多く、

また、公共交通とうまく組み合わせたコミュニティサイクルの利用環境を構築することも

課題として挙げられる。

▼貸出・返却の基本システム：

有人の場合は初期投資が少ないもののランニングコストがかかり、運営の継続性を考慮す

ると無人化も検討する必要がある。また、当日利用に対する円滑な貸出しが行えるよう検

討することも重要である。

▼事業費・採算性：

概算事業費はイニシャルコストが 2,200 万円～5,800 万円、ランニングコストが 1,200 万

円～3,300 万円程度と算定。年間収入予測と比較すると、収入よりランニングコストが大

幅に上回っている。

▼運営面からの課題：

①イニシャルコストの負担 ⇒ 既設公共施設や空地の有効利用により用地費や管理棟整

備費を抑える

②ランニングコストの削減 ⇒ 兼業化、多様化、無人化等により人件費を抑える

③サイクルポートの適正配置 ⇒ 「交流の結節点」でのポート整備

④観光客に対する対応 ⇒ スムーズで利用しやすい環境づくり

⑤利用面と管理面の簡素化 ⇒ 移動の連携・地域の連携

⑥地域主体の組織づくり ⇒ 地域の課題を共有し、共同で解決できる組織づくり

（３）本格導入に係る方針

▼基本的な考え方：

上記を基に運営面からの課題に対する対応を検討し、理想的な「運営形態」と「持続可能

なシステム」を構築し、地域の課題である「都心部の交通対策」と「中心市街地の活性化」

を解決。

課題 課題

都
心
部

の

交
通
対
策

中
心
市
街
地

の
活
性
化

コミュニティサイクル

コミュニティサイクルの
導入で地域の課題を解決

運営形態

持続可能なシステム



▼運営形態の検討：

自転車利用環境等の地域の問題を共同で解決できる組織として、「合同会社（ＬＬＣ）」が

最も望ましいと考えられる。

▼持続可能なシステムの導入：

利用の円滑化や地域との一体性を確保する手段として「ＩＣカード」の導入が効果的と考

えられる。

▼今後の展開：

平成23年度に実施した社会実験は、短期間の有人管理で、無料による社会実験であった。

今後は、これらの項目についてより現実的な内容で再度検証するとともに、地域との連携

や駐輪対策との連動を考慮した社会実験を実施し、コミュニティサイクルの有効性を再度確

認することが望まれる。

社会実験の実施に当たっては、以下の５項目の検証を目的とする。

●地域と連携したコミュニティサイクルの運用 ⇒ 交流結節点にポートを配置し効果を検証

●有料実施による利用頻度及び収支状況の確認 ⇒ 採算性・ＩＣカード利用の検証

●無人対応（一部有人対応）による管理の可否 ⇒ 遠隔管理システムの検証

●長期実施による課題・問題点の整理 ⇒ 長期による不具合発生の検証

●バスとコミュニティサイクルの連携 ⇒ ＩＣカードの利用による連携の検証

具体的には、以下の内容を基に検討を行っていく。

①サイクルポートの配置：５箇所（交流結節点に有人：２箇所、無人：３箇所）

・有人ポート：下関駅周辺、唐戸桟橋周辺 交流結節点にポートを配置し効果を検証

・無人ポート：細江町周辺、今浦町周辺、市役所周辺

各ポートに設置する駐輪場にはＩＣカードで利用できる簡易駐輪システムを設置する。

採算性・ＩＣカード利用の検証

有人ポートのうち１箇所は管理センター機能を持たせる。

管理センターの候補地は唐戸桟橋周辺とする。 遠隔管理システムの検証

②自転車の配置：50台程度

自転車は電動アシスト付自転車を含めた50台程度を確保し、各ポートに分散配置する。

③利用者登録：ＩＣカード（一定料金チャージ式）で認証

有人２箇所での窓口受付若しくはインターネット登録を行い、ＩＣカードを発行する。

④実験期間

実験期間は夏前頃からの6ヶ月程度とする。 長期による不具合発生の検証

⑤利用範囲：ＩＣカードの利用範囲（限られた場所にリーダーを設置）

駐輪場の精算、一部商店での支払い、ロンドンバスの運賃支払いなどが考えられる。

ＩＣカードの利用による連携の検証


